
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 6 3

0 0 0 0 0 0 5 1 X 6 8 0

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 3 0 0 0 四球 投飛 投併 捕邪

2 一 中 4 0 1 0 左飛 二ゴ 中２ 右飛

3 三 4 0 0 0 捕邪 三ゴ 三振 三振

4 捕 3 1 0 0 投ゴ 死球 三振 投ゴ

5 投 一 4 0 2 0 右飛 中安 一邪 中安

6 中 左 3 0 1 1 二ゴ 中安 左飛 四球

7 二 4 0 0 0 三ゴ 中飛 投ゴ 投飛

8 右 4 0 0 0 遊飛 投ゴ 遊ゴ 三振

9 左 投 3 0 2 0 投ゴ 右安 右安

32 1 6 1
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1

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 4 0 0 0 遊ゴ 振逃 投ゴ 三ゴ

2 二 4 1 1 0 二ゴ 一邪 二安中飛

3 中 4 1 1 1 遊ゴ 三振 三ゴ 中本

4 捕 4 1 1 1 三失 捕飛 中安三振

5 三 2 0 2 1 投犠 右安 左安

6 一 3 1 1 0 三ゴ 投併 左安

7 右 2 1 1 0 投安 三ゴ 四球

8 左 3 1 0 0 振併 投ゴ 投ゴ

9 投 3 0 1 2 投ゴ 三邪中安

29 6 8 5
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朱雀

合計

合計

残塁：7 併殺：1

残塁：1 併殺：2

大 嶋 将 且

黒 木 竣 太

■戦評

八 田 晋 輔 水 谷 友 哉

村 上 智

舩 越 徹

四球 自責

0 1

1 4

三振

粕 谷 舜

3

四球

八 田 晋 輔 35 6

中 村 和 貴

水 谷 友 哉

秋 武 智 也

八 田 晋 輔

■投手成績

投手

土 山 和 紀

氏名

粕 谷 舜

捕手

霞 洋 介

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

中 野 正 孝

4

曇

1

土 山 和 紀

■投手成績

自責氏名 回数 打者

■試合時間 1時間52分 ■備考

三振

打者

3

霞 洋 介

■日時 平成23年8月20日(土)

■球場

出場校名

徳 弘 孝

明治神宮野球場

球審：並木 塁審：伊藤 田中 宗像■審判

埼玉県立大宮中央高校・通 対 京都府立朱雀高校

田 中 俊 平

代表地区

第3試合 3回戦 準々決勝

矢野尾 佳 純

朱雀

埼玉

京都

ポジション 氏名

大宮中央・通

大宮中央・通

安打

7

回数

14

27

２回戦で共にコールド勝ちを収め勢いに乗るチーム同士の対戦。序盤大宮中央は３回まで四球の走者一人だけ。一方の朱雀は敵失と内野安打の
走者を出すもそれぞれ走塁死と三振併殺でチャンスを潰す。４回表大宮中央は二死後４番霞が死球で出塁。５番土山の中前打と盗塁で二死二･三
塁のチャンスから６番永松の中前適時打で霞が返り１点先制。朱雀は４回５回と先頭打者が出塁するも得点に至らず。６回表大宮中央はこの回先
頭２番徳弘が左中間二塁打で出塁しワイルドピッチで三塁へ進み無死三塁でクリーンアップを迎える。ここで朱雀先発八田が底力を発揮し後続を
三人で打ち取り追加点を与えず。７回裏朱雀はこの回先頭２番舩越が内野安打で出塁し内野ゴロで二塁に進む。ここで４番水谷が中前適時打を
放ちようやく同点に追いつく。続く５番秋武の左前適時打で水谷が返り逆転。なおも６番中野の左前打と７番黒木の四球などで二死満塁のチャンス
から９番八田が中前適時打を放ち二人を返す。ワイルドピッチでもう１点追加しこの回一気に５点を奪う。８回裏にはこの回から代わった大宮中央２
番手粕谷から３番中村が中堅越ランニング本塁打を放ちだめ押しの１点を追加する。９回表大宮中央は安打、四球と重盗などで二死二･三塁と反
撃のチャンスを作るも最後の打者が三振に倒れ万事休す。６－１、終盤の逆転劇で朱雀が準決勝進出を決めた。大宮中央は朱雀の八田から６安
打を奪うものの１点に止まりチャンスを生かし切れなかった。

備考

■バッテリー

安打

土 山 和 紀

永 松 健 太

松 本 純 輝

備考

山 田 拳

粕 谷 舜


